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運営委員会だより           二口 孝絵 
 

私は平成 29 年(2017 年)から、ぐんま教育文

化フォーラム(前橋市教育会館 3F)にて、大人と

子どもの居場所づくりのための 3 色パステル画

寺子屋（自由画教室）を開催しています。 

そこでは「誰でも、どこでも、平等にアートを

楽しみ、自己肯定感を高め、楽しく人と繋がる

こと」「周りも自分も大切にしながら、生きてい

くことができる社会を参加者の皆様と共に目指

すこと」を目標とし、居場所づくりをしていま

す。 

「居場所」には、絵の好き嫌いを問わず、性別

も年齢も国籍も関係なく、色々な方が来ていま

す。誰でも楽しめるアートを提案しているので、

はじめは苦手意識を持っていたのにもかかわら

ず、「こんなに簡単なら、わたしも描けるわ」と

楽しんで絵を描き続ける方も多くいました。 

その中には、私がはるな生協の組合員活動部

のボランティア相談員として、生活保護に関わ

ることを含む深刻な内容で生活相談を

受けていた方達もいました。 

社会的弱者になったときに生活保護

を受けることは、憲法 25 条の人間が生

きるための最低限の権利(生存権)とし

て保障されています。しかし、受給者の

方の中には、自分の状況を人に知られる

ことに気後れしてしまったり、不安にな

る方も少なくありません。結果的に周

囲から孤立してしまい、人との繋がり

を失ってしまう人もいます。 

私は「誰でも、どこでも、平等にアートを楽し

む」という考えを大切にしています。芸術は誰

もが楽しんだり、学んだりできるべきであると

思いますが、状況によっては、それが困難な場

合があることを実感しました。そこで、私は炊

き出しのテーブルにもパステルアートを展示し、

絵を通して様々な人と交流を重ねました。また、

ワークショップにも参加してもらい、そこで「言

葉を発さなくても、絵を描くことで人と繋がれ

る。自分のことを無理に言わなくても、温かく

迎えてくれる。だから、元気になることができ

る。3 色パステル画寺子屋は、私たちにとって、

とても大切な居場所なのです。」と言われること

もありました。 

地域の人たちが楽しく絵を学び、生きていく

為の小さな一つの力になれる居場所として、 

3 色パステル画寺子屋をこれからも、続けてい

きたいと思います。 

 

今後の主な予定 
９月 ２日（金）：スダジイ楽書会 

９月 ９日（金）：原発と自然エネルギー部会 

９月１０日（土）：３色パステル画寺子屋 

９月１６日（金）：スダジイ楽書会 
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